
科　目

担当教員 宮下 芳太郎 教授

対象学年等

学習・教育目標 A2(50%), A4-AC2(50%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1 周期表の歴史について理解し，説明できるかを，中間試験で評価する．

2

3 水素原子の構造について理解し，説明できるかを，中間試験で評価する．

4 原子核反応や放射能について理解し，説明できるかを，中間試験で評価する．

5 物性の周期性について理解し，説明できるかを，中間試験で評価する．

6

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「新・元素と周期律」：井口洋夫・井口眞 共著（裳華房）

参考書

関連科目

　

神戸市立工業高等専門学校 2017年度シラバス

周期表の化学 (Chemistry of Periodic Table)

応用化学専攻・2年・前期・選択・2単位

授業の
概要と方針

現在では118種類に及ぶ元素の性質は原子番号とともに周期的に変化し，これをまとめたものが元素の周期表である．本
講義では，主に無機化学の立場から各元素の単体及び化合物の各論を周期表と関連づけて紹介する．

【A2】周期表の歴史が理解できる．

【A4-AC2】周期表における各元素の位置関係が理解できる． 周期表における各元素の位置関係について理解し，説明できるかを，中間試
験で評価する．

【A4-AC2】水素原子の構造が理解できる．

【A2】原子核反応や放射能が理解できる．

【A4-AC2】物性の周期性が理解できる．

【A4-AC2】各元素の特徴が理解できる．
各元素の特徴について理解し，説明できるかを，定期試験およびレポートで評
価する．

成績は，試験80%　レポート20%　として評価する．100点満点で60点以上を合格とする．

「完全図解周期表―ありとあらゆる「物質」の基礎がわかる」：玉尾皓平・桜井弘 共著（ニュートンプレス）
「周期表完全版 －ゆかいな元素たち！－」：エイドリアン ディングル 他 共著（玉川大学出版部）
「歴史を変えた100の大発見 元素 周期表にまつわる5万年の物語」：大森充香 翻訳（丸善出版）
「スプーンと元素周期表」：サム キーン 著（早川書房）
「元素周期表パーフェクトガイド」：元素周期表パーフェクトガイド編集チーム 編（誠文堂新光社）

本科C2「無機化学I」「応用化学実験I」，本科C3「無機化学II」，本科C5「応用無機化学I」

履修上の
注意事項



授業計画（周期表の化学）

テーマ 内容（目標・準備など）

1 元素の発見と周期表 元素発見の歴史と周期表との関わりについて述べる．

2 水素原子の構造 最も簡単な元素である水素の原子構造及び関連する粒子について述べる．

3 化学進化 原子核反応によるより重い元素の生成について述べる．

4 放射性同位体 放射性同位体の性質と利用について述べる．

5 周期表の歴史 メンデレーエフによる最初の周期表が提案された経緯とそこからの発展について述べる．

6 物性の周期性 原子やイオンの半径，電子親和力，電気陰性度などの周期性について述べる．

7 周期表の利用 周期表の利用と応用について述べる．

8 中間試験 中間試験を行う．

9 中間試験解答，水素分子の性質 中間試験の解答を行う．水素分子の性質について述べる．
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15 ランタノイド及びアクチノイド元素の歴史，分布，物性を述べる．また，それら元素の単体や化合物の性質を述べる．
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s-ブロック元素各論 1族及び2族元素の歴史，分布，物性を述べる．また，それら元素の単体や化合物の性質を述べる．

p-ブロック元素各論(1) 13族から15族元素の歴史，分布，物性を述べる．また，それら元素の単体や化合物の性質を述べる．

p-ブロック元素各論(2) 16族から18族元素の歴史，分布，物性を述べる．また，それら元素の単体や化合物の性質を述べる．

d-ブロック元素各論(1) 3族から12族のうち第4周期の元素の歴史，分布，物性を述べる．また，それら元素の単体や化合物の性質を述べる．

d-ブロック元素各論(2) 3族から12族のうち第5周期以降の元素の歴史，分布，物性を述べる．また，それら元素の単体や化合物の性質を述べる．

f-ブロック元素各論

備
考

本科目の修得には，30 時間の授業の受講と 60 時間の自己学習が必要である．
前期中間試験および前期定期試験を実施する．
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